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7月31日

　5月20日、26日の2日間
にわたって開催した議会報告
会。報告会では、議会での審
議状況を報告した後、参加い
ただいた市民の皆さんから、
さまざまの貴重なご意見・ご
要望をいただきました。
　今後もいただいたご意見・
ご要望を参考に議会で検討を
重ねていきます。
（報告会の概要は、18ページ
に記載しています）

議会報告会の開催議会報告会の開催開開かかれれたた議議会会をを目目指指ししてて
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　全国市議会議長会及び北信越市議会議長会から表彰さ
れた方を紹介します。

※ 在職期間は、合併前の町村議員在職期間を表彰規程に
より換算してあります。

５月臨時会及び６月定例会の概要５月臨時会及び６月定例会の概要
　

平
成
24
年
度
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、

新
発
田
中
央
高
等
学
校
大
規
模
改
修
事
業

へ
の
補
助
、
月
岡
温
泉
足
湯
進
入
路
環
境

整
備
事
業
、
東
日
本
大
震
災
避
難
者
相
談

所
に
子
ど
も
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
す
る

予
算
な
ど
を
審
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
川
東
統
合
小

学
校
校
舎
棟
新
築
（
建
築
）
工
事
の
契

約
の
締
結
、
加
治
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
用
地
に
関
す
る
財

産
の
取
得
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
な
ど
を
各
常
任
委
員
会
で
専
門
的

に
審
査
し
た
後
、
本
会
議
で
可
決
し
ま

し
た
。

　

議
会
提
出
議
案
は
意
見
書
４
件
を
提

出
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
本
会
議
で
可

決
し
、
国
に
意
見
書
を
送
付
し
ま
し

た
。

　

４
月
３
日
か
ら
の
暴
風
に
よ
り
被
害

を
受
け
た
農
林
水
産
業
に
対
す
る
利
子

助
成
金
に
関
し
て
の
専
決
処
分
の
予
算

を
審
議
し
、
承
認
し
ま
し
た
。

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国
家
公
務
員

の
給
与
改
定
に
準
じ
た
給
与
改
定
を
行

う
た
め
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
関
係

条
例
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
審
議

の
う
え
、
可
決
し
ま
し
た
。

提案理由説明を行う市長提案理由説明を行う市長
（6月定例会）（6月定例会）

本会議での採決（5月臨時会）本会議での採決（5月臨時会）

　前回 103 号 19 ページの新年度予算案の
社会文教常任委員会関係の審査状況におけ

る ｢災害関連｣ の記事の中で、「1台当たり
4,200 円の緊急告知 FMラジオ 330 台の購
入と配布・設置調整作業委託料、」とあるの

は「緊急告知 FMラジオ 330 台の購入と 1
台当たり 4,200 円の配布・設置調整作業委
託料、」の誤りでした。お詫びして訂正いた

します。
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図書館裏駐車場の用地取得
市長 　図書館裏駐車場は、安全性の確保が喫緊の課
題となっていた。そのため、これまで、駐車場
用地として民有地の借上げ、隣接土地の取得の
交渉を続けてきたが、地権者から、買収につい
て前向きなお話をいただいたことから、用地取
得に向け、必要な手続きと具体的な交渉をおこ
なっていきたい。

Ｑ　

Ａ　 大型バスの切り返しには相当のスペースが必要
であるが、今回購入する部分は駐車場として確
保し、通り抜けとして整備を考えたい。

東日本大震災に係る災害廃棄物の広域処理
市長 　5月21日に環境省から、新潟市、長岡市、三

条市、柏崎市と当市の5市の被災地の災害廃棄
物の受入れは、岩手県大槌町の災害廃棄物で調
整するとの連絡があった。搬出元との具体的な
調整を含む全ての検討が終わった時点で、市民
に説明会を開催し、科学的データに基づき、安
全性をご理解いただき、試験焼却を経て本格焼
却を実施したい。

Ｑ　 新潟県知事はいまだに慎重な姿勢を崩していな
い中で、5市と知事との関係はどのように進め
るのか。

Ａ　 知事は災害廃棄物の受入れ自体には反対してい
ない。広域自治体として支援していくとも言っ
ている。知事が懸念しているのは国の対応であ
る。今後も県と連携をとって対応していきたい。

災害廃棄物受入れスケジュール
市長 　広域クリーンセンター及びエコパーク周辺住

民への説明については、8月下旬から勉強会を
開催し、10月上旬から具体的な手順等の説明
会を開催したい。住民の理解を得た後、12月
に住民立会いのもと試験焼却をおこない、周辺
住民に本格焼却の説明会を開催し、理解を得た
うえで、来年4月から本格受入れを開始したい。

Ｑ　 住民説明会において理解を得るとのことだが、
理解を得たかどうかの判断はどのように考えて
いるのか。

Ａ　 徹底して資料に基づいて話し合いをおこない、
理解を得たいと考えている。

上赤谷字榎木平地内の土砂流出に係る林地
開発行為

市長 　開発者が県からの指導を受け、湧出する地下
水を既存の沢へ流すための暗渠管の設置工事を
おこなった。法面崩壊箇所の復旧措置について
は、仮設土留工が5月31日に完了し、6月15日
に開発者から県に復旧計画書が提出された。

Ｑ　 復旧工事のための林地開発行為ではなく、新た
な開発行為として理解してよいか。

Ａ　 林地開発行為違反をしていたことから、今の段
階ではその行為の復旧をするための計画書が提
出されたものである。濁水の流入を防ぐ応急措
置を終え、本格的な復旧工事をおこなうという
計画が出ているものであり、その内容につい
て、県で審査し、その計画が適正と判断されれ
ば、本格的な復旧工事がおこなわれるものであ
る。その復旧工事が完了した後、林地開発許可
申請が出てくるものであり、開発者からどのよ
うな内容の申請が出てくるかは今のところ承知
していない。

学校給食における異物混入事故
市長 　4月19日に献立の「えびカツ」に金属片が混入
し、また、5月10日に献立の「青のりポテト」に
金属片が混入する事故があった。混入原因につ
いて、調理場及び納入業者で調査をしたが、混
入原因を特定できなかった。調理場から配食し
た給食に何らかの原因で異物が混入したことは
事実であり、調理場内で発見できなかったこと
は、大変遺憾に思っている。引き続き、異物の
混入原因について調査を進めていきたい。

Ｑ　 異物混入があったら、徹底的に調べてから調理
場を再開すべきではなかったのか。意識の改革
についてどう考えていくのか。

Ａ　 業務を停止して徹底した調査をすべきではないか
ということは承知しているが、学校給食を配食す
ることも使命である。保健所からの指導ももちろ
ん、現場を担う職員一人ひとりが、こういう案件
をきちんと受け止め、徹底したチェックをし、相
互に研鑽を積んで努めていきたい。

過払金返還請求権の差押えに係る取立訴訟
　市税債権等を保全するため、滞納者4名が貸金業
者4社に対して有する過払金返還請求権5件を差し
押さえ、貸金業者に支払請求してきた。しかし、貸
金業者が支払請求に応じなかったため、訴えを提起
し、裁判を進めてきた。4月現在で、勝訴1件、和
解4件となった結果、訴訟額以上の金額を回収でき
る見込みとなった。

デイサービスセンターことぶき園の廃止
　当施設は、建築後約25年が経過し、建物の老朽
化が進んでいる状況となっている。また定員は14
名であり、同種の施設としては、比較的規模が小さ
く、採算面で困難な状況であること、また、民間事
業者の進出が進んできていることなどを併せて検討
した結果、今年度をもって施設を閉鎖したいと考え
ている。

市長からの行政報告に対する本会議での質疑市長からの行政報告に対する本会議での質疑
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　「一般質問」は、提出議案にかかわらず、議員
の立場から市政全般に関して執行機関に対する
疑問を質

ただ

したり、所信の表明を求めたりするも
ので、定例会に限って認められています。
　新発田市では、質問内容を事前に通告するこ
とになっています。このことにより、市長や教
育長などがあらかじめ準備をしておくことで、
質問に対して的確な答弁が期待されることにな
ります。
　市長や教育長などからの答弁の内容に疑義が
ある場合は、再質問や再々質問を行うこともあ
ります。
　この場合は、1人につき制限時間の45分以内
に次々と質問と答弁を繰り返す「一問一答方式」
で、深まった議論を展開することになります。

アンテナショップの
設置について
農業マスタープランについて

首都圏での新発田産首都圏での新発田産
農産物などの直売農産物などの直売

Ｑ 

農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

 

Ａ 

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」が
作
成
さ
れ
て
い
な
い

時
期
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
の
認
定
は
で
き
な
い

Ｑ 

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
設
置
に
つ
い
て

 

Ａ 

開
設
の
有
無
も
含
め
、
場
所
や
時
期
な
ど
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
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大倉喜八郎顕影に関する
一提案

ＦＭしばたに関する新発田市の
方針について
業務システムにおけるクラウド
化の取り組みについて

東公園から県立病院前東公園から県立病院前
の公園に移設されたの公園に移設された
大倉喜八郎像大倉喜八郎像

ＦＭしばたが入っているＦＭしばたが入っている
生涯学習センター生涯学習センター

Ｑ 

大
倉
喜
八
郎
顕
影
に
関
す
る
一
提
案

 

Ａ 

大
倉
喜
八
郎
は
当
市
の
歴
史
文
化
を
語
る
上
で
欠
か

せ
な
い
。
未
来
へ
と
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
検
討
し
た
い

Ｑ 

Ｆ
Ｍ
し
ば
た
に
関
す
る
新
発
田
市
の
方
針
に
つ
い
て

 

Ａ 

一
刻
も
早
い
難
聴
地
域
の
解
消
が
市
の
責
務

で
あ
る

Ｑ 

業
務
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ド
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

 

Ａ 

で
き
る
だ
け
早
期
に
ク
ラ
ウ
ド
化
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
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空き家対策等の適正管理条例
について
新発田広域クリーンセンター
の黒煙について

Ｑ 

新
発
田
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
黒
煙
に
つ
い
て

 

Ａ 

健
康
被
害
を
懸
念
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る

Ｑ 

空
き
家
対
策
等
の
適
正
管
理
条
例
に
つ
い
て

 

Ａ 

12
月
定
例
会
を
目
途
に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

新発田の特産物の推進で商工
農連携による新発田市経済の
構築を考えているが、新発田
市（行政）は、どのような協力、
支援策を考えているか

岡田の食品工業団地岡田の食品工業団地

Ｑ 

新
発
田
の
特
産
物
の
推
進
で
商
工
農
連
携
に
よ
る
新
発

田
市
経
済
の
構
築
を
考
え
て
い
る
が
、
新
発
田
市
（
行
政
）

は
、ど
の
よ
う
な
協
力
、支
援
策
を
考
え
て
い
る
か

 

Ａ 

農
商
工
連
携
を
積
極
的
に
推
進
し
、新
た
な
誘
致
場

所
の
創
設
を
視
野
に
入
れ
た
企
業
誘
致
の
強
化
を
図
る

新発田広域クリーンセンター新発田広域クリーンセンター
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公共施設や橋梁の老朽化対策等
について
小中学校の水泳授業の現状と
プールの設置状況について

Ｑ 

小
中
学
校
の
水
泳
授
業
の
現
状
と
着
衣
泳
の
実
施
状
況
は

 

Ａ 

市
内
中
学
校
の
う
ち
1
校
は
隣
接
の
市
営
プ
ー
ル
で
水

泳
授
業
を
実
施
。着
衣
水
泳
は
18
小
学
校
で
実
施
し
て
い
る

Ｑ 

防
災
・
減
災
対
策
に
公
共
施
設
や
橋
梁
等
の
老
朽
化
対
策
は

 

Ａ 

公
共
施
設
の
耐
震
改
修
を
進
め
、橋
梁
長
寿
命
化

修
繕
計
画
を
策
定
し
、橋
梁
の
修
繕
に
取
り
組
み
た
い

入札、契約制度の問題点、
疑問点について

契約検査課が入っている市役所別館契約検査課が入っている市役所別館

Ｑ 

入
札
、契
約
制
度
の
問
題
点
、疑
問
点
に
つ
い
て

 

Ａ 

し
っ
か
り
と
談
合
防
止
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

談
合
は
一
切
聞
い
て
い
な
い

岡田にある市民プール岡田にある市民プール
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新発田城三階櫓の開放について
明るい挨拶運動の展開

Ｑ 

新
発
田
城
三
階
櫓
の
開
放
に
つ
い
て

 

Ａ 

復
元
の
記
念
日
等
、
折
に
ふ
れ
見
学
が
で

き
る
よ
う
自
衛
隊
と
継
続
的
に
協
議
し
た
い

Ｑ 

明
る
い
挨
拶
運
動
の
展
開

 

Ａ 

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
や
地
域
活
動
等
の
場
に

お
い
て
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
折
に
触
れ
働
き
か
け
た
い

紫雲寺地域の振興について

清潟公園の桟橋清潟公園の桟橋

Ｑ 

紫
雲
寺
支
所
と
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

 

Ａ 

支
所
は
地
域
内
の
公
共
施
設
へ
機
能
を
移
す
が
、紫

雲
寺
ら
し
さ
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い

復元された新発田城三階櫓復元された新発田城三階櫓

Ｑ 

清
潟
公
園
の
保
全
や
松
く
い
虫
防
除
体
制
に
つ
い
て

 

Ａ 

桟
橋
は
公
園
全
体
の
再
整
備
の
中
で
検
討
し
、松
く
い

虫
防
除
は
農
作
物
栽
培
が
両
立
で
き
る
策
を
検
討
し
た
い
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被災地からの再使用不可能可燃物
処理の動向について
小水力等再生可能エネルギーの
進行状況について

学校給食共同調理場の
安全安心対策は

新発田市では約9000食の学校給食を調理している新発田市では約9000食の学校給食を調理している

Ｑ 

学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
安
全
安
心
対
策
は

 

Ａ 

安
全
・
安
心
な
学
校
給
食
の
提
供
を
心
が
け

て
改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い

新発田広域クリーンセンターの新発田広域クリーンセンターの
バグフィルターバグフィルター

Ｑ 

被
災
地
か
ら
の
再
使
用
不
可
能
可
燃
物
処
理
の
動
向
に
つ
い
て

 

Ａ 

災
害
廃
棄
物
を
処
理
し
て
も
問
題
は
生
じ
な
い

Ｑ 

小
水
力
等
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
に
向
け
て

 

Ａ 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
組
み
込
ん
で
い
き
た
い
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「非核平和都市」新発田の更な
る発展をめざして

　

ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
へ

の
原
爆
投
下
か
ら
67
年
、
人
類
史

上
初
め
て
の
核
兵
器
に
よ
る
被
爆

に
よ
っ
て
多
大
な
犠
牲
者
を
出
し

た
。
そ
の
後
我
が
国
で
は
、
第
五

福
竜
丸
事
故
、
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事

故
、
そ
し
て
昨
年
の
フ
ク
シ
マ
原

発
事
故
と
放
射
能
被
害
が
繰
り
返

さ
れ
て
き
た
。　

　

我
が
新
発
田
市
は
平
成
９
年
６

月
に
「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣

言
」
を
行
い
、
平
成
22
年
９
月
に

は
平
和
都
市
の
実
現
に
向
け
、

「
新
発
田
市
核
兵
器
廃
絶
平
和
推

進
基
本
条
例
」
を
制
定
し
て
き

た
。
こ
の
機
に
当
た
り
、
基
本
条

例
第
４
条
に
あ
る
平
和
行
政
の
現

状
と
課
題
、
宣
言
か
ら
見
る
原
発

事
故
と
原
発
の
今
後
に
つ
い
て
の

関
係
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　

新
発
田
市
核
兵
器
廃
絶
平

和
推
進
基
本
条
例
の
第
４
条
で

は
、
市
民
と
と
も
に
平
和
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
核

兵
器
廃
絶
及
び
平
和
の
意
義
の
啓

発
、
講
演
会
・
展
示
会
等
に
よ
る

市
民
平
和
意
識
の
高
揚
に
資
す
る

事
業
、
核
兵
器
廃
絶
及
び
平
和
に

関
す
る
教
育
の
推
進
、
国
内
及
び

国
外
の
都
市
等
と
の
平
和
に
関
す

る
交
流
、
核
兵
器
廃
絶
及
び
平
和

に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
提
供

を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
こ
れ

ま
で
の
事
業
を
継
続
し
、
更
に
市

民
に
核
兵
器
廃
絶
と
平
和
意
識
の

高
揚
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

当
市
は
平
成
９
年
に
核
兵
器
廃

絶
平
和
都
市
を
宣
言
し
て
お
り
、

大
変
重
要
な
宣
言
だ
と
認
識
し
て

い
る
。
「
核
の
平
和
利
用
」
に
つ

い
て
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
以
外
に

も
医
療
や
工
業
分
野
な
ど
様
々
な

利
用
が
あ
り
、
人
類
の
発
展
に
貢

献
し
、
大
い
に
推
進
す
べ
き
分
野

も
あ
る
。
し
か
し
「
平
和
利
用
」

で
あ
る
か
ら
、
国
民
生
活
を
脅
か

す
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

率
直
に
言
っ
て
地
震
国
で
あ
る
日

本
に
お
い
て
の
原
子
力
発
電
は
、

安
全
性
に
つ
い
て
理
論
的
に
は
確

立
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
「
実

際
に
様
々
な
事
態
が
起
き
た
と
き

に
的
確
に
対
処
し
、
安
全
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
技

術
力
、
対
応
力
に
危
う
さ
を
感
じ

て
い
る
。
国
と
し
て
暫
定
的
な
安

全
判
断
基
準
で
は
な
く
、
早
く
新

体
制
を
発
足
さ
せ
て
国
民
も
納
得

が
で
き
る
安
全
規
制
、
安
全
基
準

を
制
定
す
べ
き
で
あ
る
。

Ｑ 

「
非
核
平
和
都
市
」新
発
田
の
更
な
る
発
展
を
め
ざ
し
て

 

Ａ 

核
の
「
平
和
利
用
」
に
つ
い
て
は
国
民
生
活
を

脅
か
す
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

新発田市の限界集落の現状と
対策について
通学路の安全対策について

通学路に指定されている通学路に指定されている
小学校付近の道路小学校付近の道路

　

新
発
田
市
の
人
口
減
少
へ

の
危
惧
と
少
子
化
、
高
齢
化
の
状

況
は
山
間
地
ほ
ど
深
刻
で
は
な
い

か
。
①
当
市
に
お
い
て
65
歳
以
上

の
高
齢
者
が
50
％
以
上
を
占
め
る

自
治
会
の
現
状
と
市
街
地
の
現
状

と
推
移
に
つ
い
て
。
②
各
地
域
が

活
性
化
し
、
限
界
集
落
と
な
ら
な

い
た
め
に
、
各
自
治
会
へ
の
自
主

活
動
の
推
進
拡
大
支
援
の
必
要
性

に
つ
い
て
。
③
限
界
集
落
地
域
ま

た
は
市
内
に
定
住
促
進
を
進
め
る

助
成
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

　

①
今
年
５
月
現
在
で
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
が
50
％
以
上
を

占
め
る
自
治
会
は
５
つ
で
あ
る
。

国
勢
調
査
の
推
移
で
も
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
。
②
組
織
を
横
断
し

た
、
地
域
の
実
情
に
合
う
総
合
的

な
地
域
支
援
に
取
り
組
み
、
自
治

会
連
合
会
の
地
区
組
織
立
ち
上
げ

に
合
わ
せ
、
地
域
協
働
の
実
践
を

進
め
て
い
き
た
い
。
③
助
成
事
業

の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
行
政
指

導
の
一
過
性
の
取
組
み
で
は
な

く
、
自
ら
地
域
課
題
に
取
り
組
も

う
と
す
る
「
地
域
の
や
る
気
」
に

対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

地
域
の
実
情
に
合
っ
た
支
援
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

全
国
で
の
登
下
校
中
の
痛

ま
し
い
交
通
事
故
。
新
発
田
市
の

通
学
路
は
安
全
か
。
①
学
校
、
地

域
整
備
課
、
地
域
安
全
課
等
、
関

係
機
関
と
の
定
期
的
な
連
携
協
議

の
必
要
性
に
つ
い
て
。
②
各
学
校

で
の
交
通
安
全
指
導
、
通
学
路
の

総
点
検
、
安
全
対
策
の
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

　

①
法
に
基
づ
き
、
道
路
管

理
者
、
交
通
安
全
団
体
、
小
・
中

学
校
の
校
長
会
な
ど
で
構
成
す
る

「
新
発
田
市
交
通
安
全
対
策
会

議
」
を
設
置
し
、
交
通
安
全
計
画

の
作
成
や
交
通
の
安
全
に
関
す
る

審
議
等
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も

教
育
委
員
会
と
十
分
連
携
し
、
新

発
田
警
察
署
を
は
じ
め
交
通
安
全

団
体
や
地
域
が
一
体
と
な
り
、
交

通
安
全
対
策
に
万
全
を
期
し
て
い

く
。
②
市
内
各
小
中
学
校
で
は
、

「
通
学
路
の
再
点
検
や
安
全
マ
ッ

プ
の
見
直
し
」
を
毎
年
行
っ
て
い

る
。
通
学
路
を
中
心
に
危
険
箇
所

の
加
除
訂
正
を
行
い
、
そ
れ
を
基

に
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ

具
体
的
に
指
導
し
て
い
る
。
小
学

校
で
は
、
新
一
年
生
等
に
対
し
て

集
団
登
校
を
し
た
り
保
護
者
や
職

員
が
付
き
添
っ
て
下
校
指
導
を
し

た
り
し
て
い
る
。

Ｑ 

当
市
の
限
界
集
落
の
現
状
と
対
策
、
今
後
の
支
援
に
つ
い
て

 

Ａ 

地
域
の
実
情
に
合
う
総
合
的
な
地
域
支
援
に
取
り
組
む

市役所本庁舎前に設置された市役所本庁舎前に設置された
核兵器廃絶平和都市宣言核兵器廃絶平和都市宣言

Ｑ 

子
ど
も
の
命
を
守
る
通
学
路
の
総
点
検
、安
全
対
策
に
つ
い
て

 

Ａ 

各
団
体
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
め
交
通
安
全
確
保
に
努
め
る
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新発田市の観光振興策と県立病
院跡地の有効活用策について

　

「
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
（
観
光
振
興
を
核
と
し
た
産

業
振
興
）
の
現
実
に
つ
い
て
伺

う
。
①
月
岡
、
城
下
町
新
発
田
を

首
都
圏
や
中
国
な
ど
へ
売
り
込
む

こ
と
や
「
健
康
観
光
」
を
商
品
化

し
て
ア
ジ
ア
へ
売
り
込
む
こ
と
は

ど
う
な
っ
た
の
か
。
②
旅
行
業
と

提
携
し
た
売
れ
る
観
光
商
品
の
開

発
・
販
売
、
新
発
田
の
風
土
、
歴

史
、
文
化
遺
産
を
観
光
資
源
化
し

て
活
用
で
き
て
い
る
の
か
。
③
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
人
脈
を
活
用
し

て
、
観
光
情
報
を
効
果
的
に
発
信

し
て
い
る
の
か
。
④
県
立
病
院
跡

地
を
有
効
活
用
す
る
た
め
の
具
体

的
な
「
に
ぎ
わ
い
創
出
」
策
を
伺

う
。

　

　

①
平
成
25
年
の
プ
レ
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
、
さ
ら
に
平
成
26
年
度
の
月
岡

温
泉
開
湯
百
年
祭
を
契
機
と
し
て

全
国
各
地
か
ら
誘
客
で
き
る
よ
う

今
か
ら
準
備
し
て
い
き
た
い
。
ア

ジ
ア
諸
国
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
は
今
後
の
観
光
振
興
の
重
要

な
施
策
で
あ
る
た
め
、
私
自
身
も

渡
航
し
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
う

こ
と
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。
②

今
年
度
か
ら
新
潟
県
ハ
イ
ヤ
ー
・

タ
ク
シ
ー
協
会
等
と
連
携
し
、
点

在
す
る
観
光
施
設
を
巡
る
乗
務
員

向
け
の
研
修
会
の
実
施
な
ど
地
域

間
を
結
ぶ
た
め
の
実
証
実
験
に
県

内
で
初
め
て
着
手
し
た
。
大
型
バ

ス
で
観
光
名
所
等
を
巡
る
団
体
観

光
に
加
え
、
個
人
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
魅
力
的
な
ツ
ア
ー
を
提
供
し

て
い
く
た
め
に
、
様
々
な
新
し
い

挑
戦
を
今
年
度
は
数
多
く
行
い
た

い
。
③
４
月
か
ら
新
発
田
市
観
光

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
一
新
し

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。
ア
ク

セ
ス
数
の
月
平
均
が
昨
年
度
の
８

倍
に
増
え
順
調
に
推
移
し
て
い

る
。
ま
た
、
月
岡
温
泉
の
知
名
度

と
人
脈
を
フ
ル
に
活
用
し
、
日
本

を
代
表
す
る
大
手
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

の
社
長
ク
ラ
ス
に
直
接
お
会
い
し

て
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、

「
つ
き
姫
復
興
バ
ス
プ
ラ
ン
」
を

企
画
・
実
施
し
た
。
約
４
億
２
７

０
０
万
円
も
の
経
済
波
及
効
果
が

あ
っ
た
。
④
平
成
22
年
に
県
立
新

発
田
病
院
跡
地
活
用
整
備
計
画
を

策
定
し
た
。
計
画
の
施
設
整
備
を

進
め
る
こ
と
で
、
歴
史
の
み
ち

は
、
寺
町
通
り
の
街
並
み
、
清
水

園
や
足
軽
長
屋
等
か
ら
、
病
院
跡

地
、
お
城
、
自
衛
隊
広
報
館
、
西

公
園
、
西
ヶ
輪
、
四
之
町
、
新
発

田
川
の
水
の
み
ち
へ
と
新
た
な
連

続
性
を
も
っ
た
、
江
戸
期
、
明
治

期
、
大
正
期
、
昭
和
期
と
歴
史
的

遺
産
を
活
用
し
、
「
歴
史
と
観

光
」
を
兼
ね
合
わ
せ
た
、
ま
ち
な

か
の
回
遊
性
と
連
続
づ
く
り
に
よ

り
、
観
光
の
振
興
に
大
い
に
活
用

で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

Ｑ 

新
発
田
市
の
観
光
振
興
策
と
県
立
病
院
跡
地
の
有
効
活
用
策

 

Ａ 

新
し
い
挑
戦
を
今
年
度
は
数
多
く
行
い
た
い

子ども・子育て新システム関連
３法案と新発田市の保育について
餓死者や孤独死、自殺者を出
さない生活保護行政を

　

お
笑
い
タ
レ
ン
ト
の
母
親

の
生
活
保
護
受
給
は
不
正
受
給
と

の
報
道
が
大
々
的
に
な
さ
れ
た
。

必
要
な
人
に
届
く
よ
う
行
政
は
、

生
活
実
態
に
合
わ
せ
た
「
き
め
の

細
か
い
対
応
」
を
行
う
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
保
護
行
政
の
所
信

は
。

　
　
　
　
　
　
　

　

生
活
保
護
制
度
は
、
他
の

制
度
で
救
済
で
き
な
い
生
活
窮
迫

世
帯
に
対
し
、
国
の
基
準
に
基
づ

き
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度

の
生
活
を
保
障
す
る
最
後
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
る
。
当
市
で

も
生
活
困
窮
者
な
ど
の
要
援
護
世

帯
の
方
々
に
水
道
、
電
気
、
ガ
ス

事
業
者
や
地
区
の
民
生
委
員
と
十

分
に
連
携
し
、
生
活
保
護
が
必
要

と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
担
当
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
が
訪
問
す
る
な
ど
早

急
に
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
昨

今
の
生
活
保
護
世
帯
の
増
加
に
対

応
す
べ
く
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
増

員
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
に

よ
る
就
労
支
援
員
の
採
用
な
ど
、

き
め
細
か
な
生
活
保
護
行
政
に
努

め
て
い
る
。

　

①
新
シ
ス
テ
ム
で
待
機
児

童
解
消
を
図
る
と
し
て
い
る
が
、

市
の
待
機
児
童
と
新
シ
ス
テ
ム
導

入
で
の
見
通
し
は
。
②
一
番
懸
念

さ
れ
る
の
が
市
町
村
に
義
務
を
課

し
た
「
児
童
福
祉
法
第
24
条
」
の

書
き
換
え
で
あ
る
。
保
護
者
が
こ

ど
も
園
を
探
す
こ
と
に
な
ら
な
い

か
。
③
株
式
会
社
参
入
に
よ
っ
て

人
件
費
削
減
と
待
遇
悪
化
が
懸
念

さ
れ
る
。
新
発
田
市
で
も
例
外
で

は
な
い
と
考
え
る
が
。

　

①
６
月
１
日
現
在
、
待
機

児
童
は
ゼ
ロ
歳
児
１
名
、
１
歳
児
２

名
。
国
は
現
行
制
度
拡
充
を
検
討
す

る
が
、
待
機
児
童
な
ど
の
課
題
が
整

理
さ
れ
る
と
考
え
る
。
②
同
法
第
24

条
の
改
正
案
に
よ
れ
ば
市
町
村
は
保

育
の
必
要
な
す
べ
て
の
子
ど
も
に
必

要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
保
育
園
の
入
園
は
こ
れ
ま

で
ど
お
り
利
用
調
整
を
行
い
た
い
。

③
株
式
会
社
等
が
参
入
す
る
場
合

は
、
市
独
自
の
基
準
を
定
め
対
応
し

た
い
。

Ｑ 

子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
関
連
３
法
案
と
新
発
田
市

の
保
育
に
つ
い
て

 

Ａ 

国
は
、
新
シ
ス
テ
ム
の
総
合
こ
ど
も
園
を
見
直
し
、

現
行
制
度
拡
充
を
検
討
中
。
今
後
の
動
向
を
注
視
し
た
い

Ｑ 

餓
死
者
や
孤
独
死
、
自
殺
者
を
出
さ
な
い
生
活
保
護
行
政
を

 

Ａ 

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
増
員
や
就
労
支
援
員
の
採

用
等
、
き
め
細
か
な
生
活
保
護
行
政
に
努
め
て
い
る

解体工事が進められている解体工事が進められている
旧県立新発田病院旧県立新発田病院

保育行政を担当するこども課が保育行政を担当するこども課が
入っている大手町のいきいき館入っている大手町のいきいき館
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農家も首都圏に直接販売を
自転車免許について及び高齢
者の自動車免許に思う

　

我
が
新
発
田
市
で
も
米
を

は
じ
め
、
自
慢
の
農
産
物
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
等
の
助
成
指
導
体
制
の

強
化
を
。
ま
た
、
行
政
と
し
て
首

都
圏
の
都
会
の
お
客
様
に
直
接
売

り
込
み
を
強
化
し
て
い
た
だ
き
た

い
。　

当
市
で
は
Ｊ
Ａ
北
越
後
等

と
連
携
し
、
首
都
圏
の
大
規
模
販

売
店
を
中
心
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は

じ
め
イ
チ
ゴ
越
後
姫
な
ど
の
販
路

拡
大
に
向
け
、
ピ
ー
ア
ー
ル
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
商

業
者
自
ら
が
行
う
県
外
へ
の
販
路

拡
大
に
つ
い
て
は
、
商
談
会
出
店

に
際
し
、
そ
の
出
店
料
の
一
部
を

助
成
し
て
い
る
。
本
年
度
は
さ
ら

な
る
販
路
の
拡
大
等
を
目
的
と
し

て
首
都
圏
に
お
い
て
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
の
開
設
を
目
指
し
、
そ
の

調
査
事
業
を
立
ち
上
げ
た
。
今

後
、
こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
施

策
展
開
を
図
り
た
い
。

　

ま
た
、
６
次
産
業
化
に
あ
た
っ

て
は
農
業
者
自
ら
の
意
識
改
革
も

必
要
と
考
え
て
い
る
。
積
極
的
な

農
業
者
に
は
支
援
指
導
を
し
、
農

業
者
と
行
政
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん

で
推
進
し
た
い
。

　

①
自
転
車
免
許
制
度
は
大

変
良
い
制
度
と
考
え
て
い
る
が
、

今
後
、
中
学
生
、
高
校
生
及
び
、

特
に
高
齢
者
に
広
げ
る
計
画
が
あ

る
か
。
②
高
齢
者
の
自
動
車
運
転

に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
る
の

で
、
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
場

合
は
条
件
付
き
で
往
復
無
料
タ
ク

シ
ー
券
を
使
え
る
制
度
は
で
き
な

い
も
の
か
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ

り
高
齢
者
の
自
動
車
運
転
の
事
故

が
激
減
す
る
と
思
う
。
市
長
の
前

向
き
な
所
見
を
伺
う
。

　

①
自
転
車
運
転
免
許
証

は
、
自
転
車
で
の
行
動
範
囲
が
広

が
る
小
学
校
低
学
年
の
交
通
安
全

意
識
向
上
の
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
中
学
生
等
へ
の
交
付
は
考
え

て
い
な
い
。
②
タ
ク
シ
ー
無
料
券

は
年
間
の
維
持
費
を
賄
う
こ
と
が

難
し
く
、
無
料
交
付
は
考
え
て
い

な
い
。
誰
も
が
自
立
し
、
自
由
な

生
活
を
営
め
る
よ
う
、
市
民
の
移

動
手
段
を
安
定
し
て
確
保
し
続
け

る
必
要
が
あ
り
、
持
続
可
能
な
公

共
交
通
の
早
期
実
現
に
向
け
て
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ 

農
家
も
首
都
圏
に
直
接
販
売
を

 

Ａ 

販
路
拡
大
を
目
的
と
し
て
首
都
圏
に
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
開
設
を
目
指
す

災害廃棄物の受け入れについて

　

災
害
廃
棄
物
処
理
が
進
ま

な
い
障
害
は
、
政
府
が
放
射
性
物

質
へ
の
対
策
を
真
剣
に
行
っ
て
い

な
い
こ
と
だ
。
セ
シ
ウ
ム
の
濃
度

８
０
０
０
Bq
（
ベ
ク
レ
ル
）
／
㎏

以
下
は
放
射
性
物
質
が
含
ま
れ
て

い
て
も
一
般
廃
棄
物
の
扱
い
で
、

ま
と
も
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い

な
い
。
焼
却
で
の
放
射
性
物
質
の

拡
散
、
処
分
場
周
辺
の
放
射
線

量
、
雨
水
や
地
下
水
で
の
漏
れ
な

ど
の
心
配
や
不
安
が
出
さ
れ
て
い

る
。
①
受
入
災
害
廃
棄
物
は
放
射

能
不
検
出
の
も
の
に
限
る
べ
き
。

②
新
発
田
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
で
飛
灰
か
ら
１
０
０
Bq
／
㎏
を

超
え
る
セ
シ
ウ
ム
が
測
定
さ
れ
て

い
る
が
、
１
０
０
Bq
／
㎏
を
超
え

る
廃
棄
物
は
放
射
性
物
質
と
し
て

隔
離
管
理
す
べ
き
と
考
え
る
が
処

理
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

　

　

①
受
け
入
れ
る
災
害
廃
棄

物
の
放
射
線
量
は
、
不
検
出
の
も

の
が
理
想
で
あ
る
が
、
県
内
５
市

の
検
討
に
お
い
て
、
放
射
性
物
質

と
し
て
扱
う
必
要
の
な
い
ク
リ
ア

ラ
ン
ス
レ
ベ
ル
以
下
と
い
う
こ
と

で
、
１
㎏
あ
た
り
１
０
０
Bq
以
下

に
す
る
と
の
合
意
を
経
て
決
ま
っ

た
も
の
で
あ
る
。
搬
出
元
が
岩
手

県
大
槌
町
と
決
ま
っ
た
こ
と
か

ら
、
今
後
詳
細
に
協
議
を
進
め
た

い
。
②
昨
年
７
月
か
ら
の
検
査
で

広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

飛
灰
に
つ
い
て
１
０
０
Bq
／
㎏
を

超
え
る
セ
シ
ウ
ム
を
検
出
し
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
広
域
事
務
組

合
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
通
常
飛

灰
に
つ
い
て
は
最
終
処
分
場
で
処

理
す
る
際
、
セ
メ
ン
ト
等
で
固
化

し
た
後
に
搬
入
し
て
お
り
、
昨
年

公
表
し
た
デ
ー
タ
は
固
化
処
理
前

の
数
値
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
な
お
、
本
年
３
月
に
も

１
３
２
Bq
／
㎏
の
固
化
前
の
数
値

を
検
出
し
た
が
、
そ
の
飛
灰
を
固

化
し
た
後
の
測
定
で
は
２
６
Bq
／

㎏
ま
で
下
が
っ
た
と
い
う
結
果
の

報
告
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
現
時
点
で
は
１
０
０
Bq
／
㎏
を

超
え
る
も
の
の
処
理
は
発
生
し
て

い
な
い
が
、
万
が
一
、
災
害
廃
棄

物
の
処
理
に
伴
い
、
１
０
０
Bq
／

㎏
を
超
え
る
場
合
の
処
理
に
つ
い

て
は
、
環
境
省
な
ど
か
ら
専
門
的

指
導
を
受
け
、
隔
離
管
理
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ 
災
害
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

 
Ａ 
受
け
入
れ
る
災
害
廃
棄
物
は
、
放
射
性
物

質
と
し
て
扱
う
必
要
の
な
い
１
０
０
Bq
／
㎏
以

下
と
す
る

県内一の生産量を誇る県内一の生産量を誇る
新発田市のアスパラガス新発田市のアスパラガス

新発田地域広域事務組合に新発田地域広域事務組合に
よる被災地（岩手県大槌町）のよる被災地（岩手県大槌町）の
災害廃棄物の視察災害廃棄物の視察

Ｑ 

自
転
車
免
許
に
つ
い
て
及
び
高
齢
者
の
自
動
車
免
許
に
思
う

 

Ａ 

タ
ク
シ
ー
無
料
券
で
は
な
く
、
持
続
可
能
な
公

共
交
通
の
実
現
に
向
け
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
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福祉のまちづくり・歩行困難
者のためのパーキングパー
ミット制度の啓発、拡充対策
について

　

①
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ

ト
制
度
（
お
も
い
や
り
駐
車
場
制

度
）
を
新
発
田
市
の
公
共
施
設
駐

車
場
に
。
こ
の
制
度
に
合
っ
た
、

表
示
看
板
、
標
識
等
、
駐
車
場
整

備
を
計
画
的
に
行
い
、
「
お
も
い

や
り
駐
車
場
制
度
」
の
啓
発
を
促

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
②
新
発
田

市
の
商
店
、
小
売
店
の
方
々
が
、

利
用
証
交
付
対
象
者
（
歩
行
困
難

者
）
に
理
解
が
あ
っ
て
、
駐
車
場

を
改
善
し
よ
う
と
言
う
方
に
、
表

示
看
板
、
標
識
等
の
助
成
金
制
度

を
設
け
て
促
進
を
図
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
③
こ
の
「
お
も
い
や
り

駐
車
場
制
度
」
の
附
則
設
定
（
要

綱
等
）
が
で
き
れ
ば
、
こ
れ
を
機

会
に
、
新
発
田
市
は
障
が
い
者
福

祉
の
街
で
あ
り
、
観
光
地
も
沢
山

あ
る
の
で
、
市
内
外
の
車
椅
子
利

用
者
等
、
障
が
い
者
の
方
々
へ
、

新
発
田
市
の
福
祉
施
策
の
素
晴
ら

し
さ
を
ピ
ー
ア
ー
ル
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
の
で
は
。
④
視
覚
障
が

い
者
の
た
め
に
、
駅
周
辺
の
バ
ス

停
や
、
公
共
施
設
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
）
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
付
近
の
バ

ス
停
、
ま
た
総
合
病
院
の
バ
ス
停

等
に
あ
る
時
刻
表
に
、
点
字
の
表

示
も
併
記
し
、
で
き
る
だ
け
視
覚

障
が
い
者
が
自
力
で
移
動
で
き
る

福
祉
計
画
を
お
願
い
し
、
他
の
関

係
交
通
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
併

せ
て
お
願
い
し
た
い
。
地
域
で
支

え
合
え
る
、
そ
ん
な
社
会
を
早
く

作
ろ
う
で
は
な
い
か
。
市
長
の
考

え
は
。

　

①
各
公
共
施
設
に
お
け
る

表
示
看
板
、
標
識
等
、
駐
車
場
整

備
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
と
こ
ろ

か
ら
早
急
に
整
備
し
、「
お
も
い
や

り
駐
車
場
制
度
」
の
啓
発
に
努
め

た
い
。
②
「
お
も
い
や
り
駐
車
場

制
度
」
未
設
置
の
市
内
の
小
売
店

の
方
々
に
対
し
て
は
、
こ
の
制
度

の
啓
発
と
と
も
に
理
解
を
求
め
て

い
き
た
い
。
こ
れ
に
伴
う
助
成
金

制
度
の
制
定
は
他
市
の
状
況
を
見

な
が
ら
検
討
し
た
い
。
③
当
市
に

お
い
て
は
、
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ

ッ
プ
の
作
成
」
な
ど
障
が
い
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、
住
み
良
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
今
後
も

当
市
の
良
さ
を
十
分
ピ
ー
ア
ー
ル

し
た
い
。
④
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

や
市
街
地
循
環
バ
ス
は
視
覚
障
が

い
者
に
対
す
る
配
慮
が
行
き
届
い

て
い
な
か
っ
た
。
今
後
ど
う
い
っ

た
点
字
表
示
が
良
い
か
検
討
し
、

関
係
部
署
、
関
係
機
関
と
時
刻
表

の
点
字
化
の
準
備
を
進
め
た
い
。

Ｑ 

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
・
歩
行
困
難
者
の
た
め
の
パ
ー
キ
ン

グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度
の
啓
発
、拡
充
対
策
に
つ
い
て

 

Ａ 

公
共
施
設
に
お
け
る
表
示
看
板
等
、
駐
車
場

整
備
を
行
い
、
お
も
い
や
り
駐
車
場
制
度
の
啓

発
に
努
め
た
い

中心市街地活性化基本計画の
再構築にむけて

　

①
再
構
築
の
た
め
の
庁
内

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
活
動
内

容
、
特
に
市
民
参
画
の
あ
り
方
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

②
今
ま
で
よ
く
見
ら
れ
た
各
部
、

各
課
の
事
業
の
寄
せ
集
め
的
な
再

構
築
に
な
る
お
そ
れ
は
な
い
の

か
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
な
く
、

「
中
心
市
街
地
活
性
課
」
を
つ

く
っ
て
は
ど
う
か
。
③
中
心
地
に

つ
い
て
は
市
民
の
興
味
関
心
も
薄

れ
つ
つ
あ
り
、
衰
退
は
歴
史
的
必

然
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
を
打
破

す
る
知
性
と
情
熱
が
必
要
で
あ

る
。
市
長
の
言
葉
「
過
去
か
ら
自

ら
を
解
き
放
ち
、
新
し
い
発
想
で

価
値
を
生
み
出
す
」
た
め
に
、
共

創
の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
を
中
心

地
で
ど
う
具
体
化
し
て
い
く
の

か
。　

①
中
心
市
街
地
の
活
性
化

は
ま
ち
づ
く
り
の
中
心
テ
ー
マ
の

一
つ
で
あ
り
、
市
民
生
活
に
直
接

か
か
わ
る
重
要
課
題
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
具
体
的
な
事
業
推
進
は

官
と
民
と
の
力
を
結
集
す
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
り
、
市
民
参
画
に
よ

る
計
画
づ
く
り
が
欠
か
せ
な
い
と

認
識
し
て
い
る
。
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
は
そ
の
議
論
の
前
段

階
と
し
て
、
平
成
12
年
策
定
の
現

行
基
本
計
画
の
事
業
整
理
と
今
後

に
盛
り
込
む
事
業
を
検
討
し
て
い

る
。
②
中
心
市
街
地
活
性
化
の
根

本
的
課
題
は
中
心
部
に
住
む
人
を

増
や
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
単
な
る
事
業
の
寄
せ
集
め
で

は
な
く
現
基
本
計
画
で
や
り
残
し

た
事
業
、
新
た
な
事
業
を
含
め
、

居
住
人
口
集
中
の
た
め
具
体
的
な

効
果
が
期
待
さ
れ
る
事
業
を
厳
選

し
て
い
き
た
い
。
中
心
市
街
地
活

性
化
の
専
門
の
組
織
は
、
来
年
度

の
新
組
織
体
制
を
全
庁
的
に
検
討

す
る
中
で
所
要
の
体
制
を
設
置
す

る
方
向
で
検
討
す
る
と
想
定
し
て

い
る
。
③
中
心
市
街
地
の
活
性
化

は
、
単
に
生
活
の
利
便
性
追
求
の

た
め
の
商
業
の
活
性
化
や
都
市
整

備
の
推
進
だ
け
で
は
な
い
。
阿
賀

北
の
中
心
商
業
都
市
及
び
城
下
町

と
し
て
の
歴
史
や
新
発
田
と
い
う

ま
ち
を
未
来
の
子
ど
も
達
に
引
き

継
い
で
い
く
た
め
の
も
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
、
市
民
や
事
業

者
自
ら
が
こ
の
課
題
の
当
事
者
と

し
て
行
政
と
協
働
し
て
取
り
組

み
、
自
分
が
新
発
田
市
民
で
あ
る

と
い
う
自
覚
と
誇
り
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
、
様
々
な
手
段
を
駆
使

し
て
情
報
発
信
を
行
い
、
関
心
を

喚
起
し
た
い
。

Ｑ 
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
再
構
築
に
む
け
て

 

Ａ 
市
民
や
事
業
者
に
様
々
な
手
段
を
駆
使
し
て

情
報
発
信
を
行
い
、関
心
を
喚
起
し
た
い

おもいやり駐車場の区画表示おもいやり駐車場の区画表示
（市内スーパーマーケット）（市内スーパーマーケット）

市役所から見た中心市街地市役所から見た中心市街地
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委員長　大沼　長栄

　6月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案9件、審査の結果、議案はすべて可決、
承認すべきものとしました。

■一般会計補正予算について（当委員会所管分の一部紹介）  

■24年度水道事業会計補正予算について  

■一般議案について（当委員会所管分の一部紹介）  

■陳情について  
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委員長　渡部　良一

　6月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案5件（うち陳情2件）、審査の結果、陳情
2件は不採択とし、その他の議案はすべて可決すべきものとしました。

■一般会計補正予算について（当委員会所管分の一部紹介）  

■一般議案について（当委員会所管分の一部紹介）  

委員長　比企　広正

　6月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案13件（うち陳情2件）、審査の結果、陳
情2件はいずれも不採択とし、その他の議案はすべて可決、認定すべきものとしました。

■一般会計補正予算について（当委員会所管分の一部紹介）  

議案は常任委員会に付託され、慎重に審議されます。
その審議の経緯と結果は、本会議で各常任委員長が報告し、質疑、討論を経て採決されます。

常任委員会の審査状況
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121名が参加
議会での審議状況を報告議会報告会

議会報告会での質疑や意見等議会報告会での質疑や意見等
主な質疑応答
Ｑ　 地域に相続関係がはっきりしない空き家が
ある。市に相談したが、解決策がつかめな
い。今後はこのような問題が多くなり、1
町内の問題ではなくなる。

Ｑ　 新庁舎建設予定地は駐車場がとても狭い。
なぜ県立病院跡地にならないのか。

Ｑ　 75歳以上の人間ドック費用の助成につい
て、前回の議会報告会でお願いしたが、答え
を聞いていない。議会としてどう扱うのか。

その他の主な意見等
○ 被災地の災害廃棄物の受け入れについて、焼
却施設のある地域では不安の声が上がってい
る。絆・助け合いの気持ちはわかるが、災
害廃棄物には放射能や有害物質が含まれてい
る。災害廃棄物の成分について情報公開して
ほしい。処理前に住民説明会をおこなうとし
ているが、説明会で理解したものとして考え
てほしくない。焼却施設のある地域住民と合
意形成を図ってほしい。

○ 被災地の災害廃棄物について、1kg当たり
100ベクレル以下であれば、普通のごみと同
じであり、優先的に受け入れ、積極的にやっ
たら良いと思う。

○ 昨年松くい虫が異常発生した。伐採だけの対
策だけではだめだ。伐採、駆除、薬剤散布が
必要である。伐採された松の木の小枝や葉の
薬剤散布も必要であると思う。

○ 新発田城の三階櫓を1年中、内部を見られる
ようにし、表門も生かした観光ができるよう
にお願いしたい。
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　本会議（定例会）の様子を、エフエムしばた
で生放送します。
　生放送は本会議開始（午前10時）から終了ま
で全て放送します。
　緊急情報や休憩などにより中断することがあ
ります。

本会議を

（76.9MHz）
で生放送します

8月27日 告示日、議会運営委員会
8月28日 請願・陳情・意見書提出期限
8月30日 議会運営委員会
9月 3日 本会議（提案理由説明・委員会付託）
9月 7日 一般会計決算審査特別委員会
 （第3セクター・企画財務部長総括質疑）
9月10日 一般会計決算審査特別委員会
 （総務関係）
9月11日 一般会計決算審査特別委員会
 （社会文教関係）
9月12日 一般会計決算審査特別委員会
 （経済建設関係・市長総括説明）
9月13日 本会議（一般質問第1日目）
9月14日 本会議（一般質問第2日目）
9月18日 本会議（一般質問第3日目）
9月19日 総務常任委員会
9月20日 社会文教常任委員会
9月21日 経済建設常任委員会
9月25日 議会運営委員会
9月27日 本会議（最終日、一般議案・補正予算議案採決）

9月定例会日程予定9月定例会日程予定9月定例会日程予定9月定例会日程予定

市議会を紹介市議会を紹介ホームページで市議会を紹介市議会を紹介

変更等の場合は、ホームページ・エフエムしばた等でお知らせします。

※一般質問2日目及び3日目は、一般質問の通告議員が多い場合におこないます。

【市議会ホームページ】http://www.shibata-shigikai.jp/

　市議会のホームページでは、市議会のしくみや議員名簿、議会日程等を掲載しています。
　また、本会議や常任委員会で議員の質問や市長等の答弁を記録した「会議録」を検索閲覧
することができます。
　他にも、「市議会だより｣のバックナンバー（83号以降）を見ることができます。
　なお、会議録（冊子）は、市立図書館に設置されています。
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編　集　委　員
 委 員 長 青木　泰俊

 副委員長 川﨑　孝一

 委　　員 中村　　功

 〃 比企　広正

 〃 渡部　良一

 〃 宮島　信人

 〃 小川　　徹

 〃 五十嵐　孝

 〃 稲垣富士雄

 〃 加藤　和雄

 〃 渡邊　喜夫

編集後記
　

議
会
改
革
と
活
性
化
を
期
し
て
「
議

会
基
本
条
例
」
を
制
定
し
て
か
ら
３
年

目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
の
目
的
達
成

の
一
環
と
し
て
、「
議
会
報
告
会
」
を

市
内
各
地
で
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
こ

れ
ま
で
３
回
、
今
年
度
は
２
回
を
予
定

し
、
１
回
目
を
こ
の
５
月
に
開
催
し
ま

し
た
。
参
加
者
や
内
容
な
ど
は
開
催
地

区
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
市

政
に
お
け
る
重
要
課
題
な
ど
を
め
ぐ
っ

て
の
意
見
交
換
は
、
議
会
（
議
員
）
に

と
っ
て
市
民
の
意
向
把
握
と
と
も
に
、

問
題
提
起
を
政
策
提
言
に
つ
な
げ
て
い

け
ば
、
ま
ち
づ
く
り
に
果
た
す
市
民
と

の
「
協
働
」
作
業
が
着
実
に
発
展
し
て

い
く
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
地
方

自
治
の
確
立
と
自
立
（
自
律
）
の
た
め

に
は
、
市
民
と
議
会
そ
し
て
行
政
の
３

者
が
有
機
的
に
機
能
ア
ッ
プ
を
果
た
す

こ
と
、
そ
の
た
め
「
議
会
報
告
会
」
の

効
用
、
活
用
化
が
不
可
欠
で
す
。

 

〈
文
責 

編
集
委
員 

渡
部 

良
一 

〉

本市議会
行政視察状況
（5月～7月）

　6月26日、聖籠町役場において、新発田市・聖籠町議員

協議会の総会を開催しました。同協議会では、新発田市

と聖籠町の議員が、研修や意見交換で互いに研鑽を積む

と同時に両市町に関連する課題処理に積極的に取り組む

こととしています。総会終了後、聖籠町にある東新潟火

力発電所を視察しました。東日本大震災や原子力発電所

の事故などにより、全国的に電力供給が懸念されている

中、両市町の地域で今後のエネルギー問題について理解

を深めました。

　今後もお互いに情報を交換して、課題解決に向け協議

していきたいと考えています。

新発田市・聖籠町議員協議会新発田市・聖籠町議員協議会
両市町の共通課題を協議両市町の共通課題を協議

☆総務常任委員会
　視 察 先：長岡市
　視察内容：新庁舎建設
☆経済建設常任委員会
　視 察 先：北九州市、光市、防府市
　視察内容： 中国における販路開拓拠点、

農業振興拠点施設整備事業、
観光拠点施設運営事業

☆新発田政友会
　視 察 先：多久市、長崎市
　視察内容： 過疎地域自立促進計画、市民バス事業、

空き家対策、乗り合いタクシー事業等
☆菖蒲会
　視 察 先：枕崎市、合志市
　視察内容： 中心市街地活性化、子育て支援事業
☆政和会・公明党
　視 察 先：八代市、薩摩川内市　　　　　　
　視察内容： コミュニティバスと乗合タクシーの運行

事業、限界集落の現状と定住対策等

　

５
月
13
日
に
当
市
議
会
の
本
会

議
場
に
お
い
て
、
11
回
目
と
な
る

新
発
田
ジ
ャ
ズ
物
語
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

演
奏
し
た
の
は
、
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ　

Ｕ
Ｐ
の
メ
ン
バ
ー
で
、
約
１
時
間

に
わ
た
り
ジ
ャ
ズ
演
奏
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

普
段
は
、
議
員
や
市
長
な
ど
が

議
論
を
交
わ
す
演
壇
側
を
ス
テ
ー

ジ
に
し
、
ジ
ャ
ズ
を
演
奏
し
ま
し

た
。

　

当
日
、議
員
席
や
傍
聴
席
に
は
、

約
80
人
の
観
客
が
訪
れ
、
演
奏
に

聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

議場でのジャズ演奏議場でのジャズ演奏




